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生
の
意
向
を
も
と
に
し
て
発
行
名
義
人
は
守
随
一
君
に
し
、
編
集
所
、
発
行
所
も
彼
の
自
宅
で
、
月
二
回
な
い
し
三
回
の
会
合
を
し
ま

し
た
。
編
集
委
員
は
専
ら
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
あ
た
り
ま
し
た
。
大
藤
、
桜
田
、
大
間
知
、
倉
田
（
一
郎
）、
杉
浦
、
瀬
川
、

そ
れ
に
私
な
ど
で
し
た
」（

64
）と
回
想
し
て
い
る
。

『
民
間
伝
承
』
一
九
三
五
年
十
月
の
第
二
号
に
会
名
、
目
的
、
会
報
、
会
員
、
会
費
、
世
話
人
な
ど
の
項
目
か
ら
な
る
「
本
会
小
規
」

を
載
せ
て
い
る
。
世
話
人
の
顔
ぶ
れ
は
東
京
の
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
民
俗
学
研
究
が
活
発
な
地
方
の
有
力
研
究
者
で
あ

っ
た
。
柳
田
─
東
京
の
木
曜
会
─
地
方
世
話
人
─
地
方
民
俗
研
究
団
体
と
い
う
日
本
民
俗
学
の
組
織
上
の
特
徴
を
現
し
て
い
る
。
全
国

組
織
の
成
立
に
伴
っ
て
、「
郷
土
は
手
段
な
の
で
あ
り
ま
し
て
」「
研
究
物
体
は
日
本
人
の
生
活
そ
の
も
の
で
あ
」
る
こ
と
を
強
調
し
、

互
い
に
没
交
渉
の
「
郷
土
研
究
」
と
一
線
を
画
す
る
た
め
に
、
柳
田
は
意
図
的
に
従
来
使
わ
れ
て
き
た
「
郷
土
研
究
」
に
代
わ
っ
て

「
民
俗
学
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
勧
め
る
よ
う
に
な
っ
た（

65
）。

２　

日
本
民
俗
学
と
中
国

─
『
旅
と
伝
説
』
と
『
民
間
伝
承
』
か
ら

１　
『
旅
と
伝
説
』
の
位
置

『
旅
と
伝
説
』
は
一
九
二
八
年
一
月
の
創
刊
号
（
図
1
）
か
ら
一
九
四
四
年
一
月
戦
時
下
の
統
制
に
よ
っ
て
自
主
休
刊
を
宣
言
す
る

通
巻
一
九
三
号
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
月
に
刊
行
し
て
い
た
。
柳
田
国
男
に
「
こ
の
雑
誌
の
如
く
、
初
号
か
ら
終
刊
ま
で
十
六
ケ
年
以
上
、
一

月
も
抜
か
さ
ず
に
読
通
し
た
も
の
は
私
に
も
他
に
は
無
い
」（

66
）と
言
わ
し
め
た
こ
の
雑
誌
は
そ
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
従
来
民

俗
学
研
究
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
に
即
し
た
事
例
報
告
の
資
料
集
と
し
て
し
か
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
史
上
で
の
位
置
づ
け
も
、
民
俗

学
色
の
強
い
一
般
誌
で
、
民
俗
学
に
関
係
す
る
特
集
な
ど
が
編
ま
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る（

67
）。
し
か
し
実
際
、
当

誌
は
一
九
二
九
年
『
民
族
』
が
休
刊
し
て
以
降
、
一
九
三
五
年
『
民
間
伝
承
』
が
創
刊
さ
れ
る
ま
で
、
柳
田
の
指
導
の
下
で
中
央
の
民

俗
誌
と
し
て
民
俗
学
の
普
及
と
研
究
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
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『
旅
と
伝
説
』
は
、
萩
原
正
徳（

68
）を
編
集
発
行
兼
印
刷
人
と
し
て
東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
二

−

二
〇
に
あ
る
三
元
社
（
一
九
二
九
年

八
月
か
ら
東
京
市
神
田
区
西
今
川
町
五
番
地
に
移
転
）
か
ら
発
行
さ
れ
、
鉄
道
省
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
創
刊
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
省
の
本
意
は
、
観
光
案
内
の
よ
う
な
雑
誌
に
し
て
、
鉄
道
の
利
用
を
宣
伝
す
る
方
針
だ
っ
た
ら
し
い
が（

69
）、
同
誌
創
刊
号
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
「
郷
土
紹
介　

伝
説
民
謡
並
に
写
真
募
集
」
の
知
ら
せ
を
見
れ
ば
、『
旅
と
伝
説
』
が
最
初
か
ら
違
う
志
向
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

余
り
に
、
泰
西
物
質
文
明
に
陶
酔
し
た
揚
句
誇
る
べ
き
我
大
和
民
族
固
有
の
面
目
が
刻
々
失
は
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
つ
れ
て
吾
々
の
祖
先
が
残
し
て
呉
れ
た
尊
い
芸
術
や
伝
説
も
次
第
に
滅
亡
に
瀕
し
て
ゐ
る
の
を
真
に
遺
憾
に
思
ふ
次

第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
た
め
に
一
部
の
識
者
は
伝
説
保
存
の
た
め
に
奔
走
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
各
地
の
人
々
が
相
集
ま
つ

て
保
存
し
よ
う
と
す
る
、
民
衆
的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
本
誌
は
そ
の
意
味
に
於
て
全
誌
面
を
開
放
し
、
読
者

と
共
に
そ
の
支
持
と
隠
れ
た
る
伝
説
の
研
究
に
努
め
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
読
者
諸
君
に
伝
説
（
広
い
意
味
に
解

釈
し
て
、
民
謡
、
風
俗
、
名
物
、
名
所
旧
跡
記
事
や
そ
れ
に
関
し
た
写
真
等
）
を
募
集
し
ま
す
。（
後
略
）

す
な
わ
ち
雑
誌
の
目
的
は
日
本
固
有
文
化
へ
の
回
帰
に
あ
り
、
し
か

も
「
一
部
の
識
者
」
つ
ま
り
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
上
か
ら
の
行
動
で
は
な

く
、
各
地
の
人
々
に
よ
る
「
民
衆
的
な
」
運
動
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ

し
て
伝
説
の
蒐
集
と
い
う
啓
蒙
的
な
役
割
と
そ
れ
に
関
す
る
研
究
と
い

う
学
問
的
な
役
割
を
持
ち
合
わ
せ
た
性
格
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
手
段

と
し
て
広
い
意
味
で
の
伝
説
や
写
真
を
重
視
し
て
い
る（

70
）。

こ
の
募
集
は
、『
旅
と
伝
説
』
の
立
場
や
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る

図１　『旅と伝説』創刊号（1928
　年１月）表紙
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が
、
し
か
し
初
期
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
必
ず
し
も
貫
か

れ
て
お
ら
ず
、
民
俗
学
と
共
通
項
を
持
つ
と
は
い
え
、
基
本
的
に
文
学

的
な
も
の
や
好
事
家
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
状
態
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
創
刊
半
年
後
の
七
月
号

で
、「
来
月
号
に
は
皆
様
が
伝
説
を
研
究
な
さ
る
上
に
其
扱
ひ
を
如
何

に
す
べ
き
か
に
付
い
て
大
家
の
意
見
を
発
表
致
す
積
り
で
す
。（
中
略
）

此
外
郷
土
芸
術
の
各
方
面
へ
大
い
に
発
展
し
て
行
く
べ
く
準
備
し
て
居
り
ま
す
」
と
の
編
輯
後
記
が
見
え
、
本
格
的
な
研
究
へ
の
意
欲

が
強
く
な
り
、
対
象
の
範
囲
も
拡
大
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
積
極
的
に
支
持
し
た
「
大
家
」
と
は
す
な
わ

ち
柳
田
国
男
で
あ
っ
た
。

八
月
号
に
、
柳
田
の
「
木
思
石
語
」
の
連
載
第
一
回
が
始
ま
り
、
し
ば
ら
く
姿
を
消
し
た
募
集
の
知
ら
せ
は
「
伝
説
、
民
謡
、
口
碑

並
び
に
写
真
募
集
」
と
し
て
再
び
登
場
し
、「
何
に
限
ら
ず
研
究
上
有
益
な
物
、
又
世
間
に
知
ら
れ
て
居
な
い
物
」、
そ
し
て
「
郷
土
芸

術
（
舞
踊
、
造
形
）」「
余
り
知
ら
れ
て
居
な
い
各
地
の
方
言
、
コ
ト
ワ
ザ
、
謎
」「
珍
ら
し
い
土
地
の
紀
行
文
」
な
ど
に
つ
い
て
募
集
を

し
て
い
る
。

「
口
碑
」
と
い
う
用
語
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
柳
田
の
文
章
と
呼
応
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
柳
田
は
こ
の
「
木
思
石
語
」
の

第
一
回
目
で
は
、「
口
碑
」「
体
碑
」「
心
碑
」
と
い
う
民
俗
事
象
の
分
類
を
提
言
し
て
お
り
、
後
の
三
分
類
へ
の
模
索
を
始
め
て
い
た
。

そ
の
後
、
柳
田
国
男
は
一
九
二
八
〜
一
九
三
〇
年
初
め
に
「
木
思
石
語
」
な
ど
伝
説
の
研
究（

71
）、
一
九
三
〇
年
以
降
の
昔
話
の
研

究（
72
）か
ら
、
一
九
三
三
年
か
ら
の
「
年
中
行
事
調
査
標
目
」（

73
）な
ど
精
力
的
に
寄
稿
し
続
け
て
い
た
（
表
2
参
照
）。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
執
筆
者
と
し
て
中
山
太
郎
や
早
川
孝
太
郎
な
ど
を
紹
介
し
、
地
方
で
の
人
脈
を
生
か
し
て
多
く
の
特
集
を
企
画
、
編
集
し
て
い

た
（
表
3
を
参
照（

74
））。

『
旅
と
伝
説
』
の
柳
田
へ
の
寄
稿
依
頼
は
前
か
ら
あ
っ
た（

75
）が
、
柳
田
の
寄
稿
は
一
九
二
八
年
八
月
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
実
は
そ

表２　柳田国男『旅と伝
　説』寄稿本数 

本数
4

3
8
3
2
9
7
1
3
2
1

出典：『旅と伝説』各号より
   作成。 

年別
1928 年

1929 年
1930 年
1931 年
1932 年
1933 年
1934 年
1935 年
1936 年
1937 年
1938 年



39　第1章　日本民俗学の成立期と中国

の
前
の
七
月
、『
民
族
』
三

−

五
へ
の
寄
稿
を
最
後
に
、
柳
田
は
そ
の
編
集
か
ら
離
れ
、
孤
立
の
中
で
民
俗
学
独
自
の
理
論
や
方
法
を

模
索
し
始
め
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、『
旅
と
伝
説
』
に
自
分
の
足
場
を
移
し
た
の
で
あ
る
。『
旅
と
伝
説
』
も
、
柳
田
の
文
章
に
読
者

の
注
意
を
促
し
、
そ
の
論
旨
に
合
わ
せ
て
読
者
か
ら
の
報
告
を
求
め
、
柳
田
の
活
動
や
出
版
物
の
最
新
情
報
を
随
時
報
告
す
る
な
ど
、

常
に
柳
田
国
男
を
中
心
と
し
て
い
た
。

同
時
に
、『
旅
と
伝
説
』
は
、
当
時
民
俗
学
会
の
一
件
で
柳
田
国
男
と
の
間
に
確
執

が
あ
っ
た
折
口
を
は
じ
め
と
す
る
国
学
院
大
学
や
、
高
橋
文
太
郎
な
ど
ア
チ
ッ
ク
・
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
学
者
も
執

筆
陣
に
取
り
入
れ
、
さ
ら

に
交
歓
台
、
新
刊
紹
介
な

ど
を
通
し
て
、
地
方
研
究

団
体
・
研
究
家
の
活
動
や

出
版
物
を
紹
介
し
、
全
国

の
民
俗
学
活
動
の
連
絡
役

を
務
め
て
い
た
。
三
元
社

は
一
九
三
一
年
十
月
号
か

ら
隔
月
に
南
島
談
話
会
の

機
関
誌
「
南
島
談
話
」
を

『
旅
と
伝
説
』
に
併
載
し
、

一
九
三
二
年
数
ヶ
月
間
一

旦
終
刊
し
て
い
た
『
民
俗

表３　『旅と伝説』郷土玩具以外の特集一覧

出典：『旅と伝説』各号より作成。 

昔話特集
婚姻習俗特集

誕生と葬礼特集
盆行事特集
昔話特集

民間療法特集
食制研究特集
昔話特集

掲載号数

1931 年 4 月

1933 年 1 月
1933 年 7 月
1934 年 7 月
1934 年 12 月

1935 年 12 月
1936 年 1 月
1941 年 5 月

「昔話採集者の為に」

「生と死と食物」
「神送りと人形」
「昔話の分類について」

「食制の研究」

特集テーマ 柳田の寄稿

 4 - 4
 6 - 1

 6 - 7
 7 - 7
 7 - 12
 8 - 12
 9 - 1
14 - 5

刊行年月

表４　三元社出版単行本一覧 

出典：『旅と伝説』各号広告、新刊紹介より作成。 

1929～30 年
1930 年

1930 年
1931 年
1933 年

1933 年
1936 年
1941 年
1941 年
1942 年
1942 年

1942 年
1943 年

菅江真澄著・柳田国男校訂『真澄遊覧記』
日本放送協会東北支部『東北の土俗』

室谷邦夷『極北秘聞』
佐々木喜善『聞耳草紙』
喜納緑村『琉球昔噺集』
日下承二『人間は二也』 
中市謙三『野邊地方言集』

田村栄太郎『板倉伊賀守』
山下謙一『山西通信』
野間吉夫『シマの生活誌：沖永良部島採訪記』
柳田国男『木思石語』

宮尾しげを編『風俗画報綜覧』
宮武省三『九州路の祭儀と民俗』
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芸
術
』
の
編
集
も
引
き
受
け
て
い
た
。
同
時
に
民
俗
学
関
係
の
出
版
に
も
次
々
に
着

手
し
た
（
表
4
参
照
）。

一
九
三
〇
年
四
月
号
か
ら
十
二
月
号
に
か
け
て
、
長
期
購
読
者
と
し
て
計
九
四
九

名
の
名
簿
が
載
せ
ら
れ
た
が
、
十
二
月
号
の
編
輯
後
記
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
読
者
全

体
の
五
分
の
二
に
あ
た
る
と
い
う
。
当
時
の
読
者
は
凡
そ
二
五
〇
〇
名
前
後
と
推
定

で
き
る
。
民
間
伝
承
の
会
の
会
員
数
は
会
が
創
立
さ
れ
て
十
年
後
、
驚
異
的
な
増
加

を
見
せ
た
一
九
四
四
年
で
よ
う
や
く
二
〇
〇
〇
名
を
越
え
た（

76
）こ
と
を
考
え
れ
ば
、

民
俗
学
が
世
間
一
般
に
普
及
す
る
に
あ
た
っ
て
『
旅
と
伝
説
』
が
果
た
し
た
役
割
は

決
し
て
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

『
旅
と
伝
説
』
は
柳
田
国
男
主
導
の
も
と
で
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
三
五
年
『
民
間
伝
承
』
発
刊
以
前
、
柳
田
の
大
き
な
影
響
と
支
持
の
も
と
、
民

俗
学
運
動
の
最
大
の
発
信
地
で
あ
り
、
同
時
に
『
民
族
』
と
『
民
間
伝
承
』
の
間
に

柳
田
の
活
動
を
支
え
た
中
央
誌
と
し
て
の
地
位
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
三
五
年
『
民
間
伝
承
』
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
も
、
三
元
社
か
ら
『
昔
話
研

究
』（
一
九
三
五

〜

三
七
年
）
が
出
版
さ
れ
、『
旅
と
伝
説
』
は
山
村
調
査
の
報
告
や

長
編
の
民
俗
学
論
考
の
主
要
な
発
表
の
場
で
あ
り
、「
一
国
民
俗
学
」
の
枠
を
堅
く

守
ろ
う
と
す
る
『
民
間
伝
承
』
と
異
な
る
独
自
な
立
場
で
、
日
本
に
お
け
る
民
俗
学

発
展
の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
い
た
。 図２　『旅と伝説』中国関係記事変化図

1928　29　 30　 31　 32　 33　 34　 35　 36　 37　 38　 39　 40　 41　 42　 43　 44
0

5

10

15

20

25

0

5

10

15
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出典：『旅と伝説』各号より作成。表紙、新刊紹介、後記などを含む。1943 年までは
　各年 12 号、1944 年は 1号。
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２　
『
旅
と
伝
説
』
に
お
け
る
中
国
記
事

日
本
民
俗
学
と
中
国
の
関
わ
り
を
ま
ず
こ
の
『
旅
と
伝
説
』
に
即
し
て
見
て
み
よ
う
。
一
九
二
八
年
一
月
か
ら
一
九
四
四
年
一
月
ま

で
『
旅
と
伝
説
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
関
係
の
記
事
（
表
紙
、
新
刊
紹
介
、
後
記
な
ど
を
含
む
）
の
本
数
を
年
別
に
整
理
す
れ
ば
、
一
九

三
一
年
（
五
本
）、
一
九
三
七
年
（
十
本
）
以
外
低
い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
が
、
一
九
三
九
年
を
境
に
急
速
に
増
え
、
毎
年
十
数
本
も

見
ら
れ
、
さ
ら
に
停
刊
前
の
一
九
四
三
年
に
二
〇
本
を
超
え
ピ
ー
ク
に
達
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
2
参
照
）。

■
満
洲
へ
の
視
線

民
俗
学
関
係
で
は
な
い
が
、『
旅
と
伝
説
』
に
お
い
て
最
初
の
中
国
へ
の
言
及
は
第
二
号
の
大
笹
吉
次
郎
「
切
符
の
話
」
で
あ
っ
た
。

文
章
の
最
後
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
話
は
日
本
国
内
の
話
で
す
が
、
満
洲
地
方
へ
旅
行
さ
る
ゝ
方
の
便
法
と
し
て
日
満
連
絡
の
切
符
が
あ
り
、
遠
く
は
中
華
民

国
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
連
絡
の
切
符
ま
で
制
定
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
芸
術
に
国
境
な
く
と
言
ひ
ま
す
が
、
切
符
に
も
国
境
が
な
く
な
つ

た
わ
け
で
す（

77
）。

時
は
一
九
二
八
年
で
あ
り
、
満
洲
は
中
華
民
国
の
領
土
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
露
戦
争
の
結
果
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
の
権
益
を
確
保

で
き
た
上
、
ロ
シ
ア
か
ら
東
清
鉄
道
の
南
半
分
の
鉄
道
と
付
属
権
利
を
譲
り
受
け
、
関
東
州
の
租
借
権
を
獲
得
し
、
以
降
、
満
洲
で
の

勢
力
を
拡
張
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
二
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
半
官
半
民
の
非
営
利
的
な
旅
行
斡
旋
機
関
と

し
て
発
足
し
た
が
、
同
年
十
一
月
満
鉄
の
運
輸
部
内
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
大
連
支
部
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
六
年
に
規
模
を
拡
大
し

会
計
を
本
部
か
ら
独
立
さ
せ
た
。
記
念
す
べ
き
日
露
戦
争
の
戦
跡
地
と
し
て
、
さ
ら
に
鉄
道
や
観
光
旅
行
な
ど
の
制
度
に
よ
っ
て
、
満

洲
が
中
国
で
も
日
本
で
も
な
い
地
域
と
い
う
認
識
は
一
般
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
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一
九
三
〇
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
会
員
名
簿
に
は
、
日
本
以
外
の
地
域
の
会
員
は
、
朝
鮮
か
ら
十
一
名
、
台
湾
か
ら
十
名
、
そ
し

て
満
洲
か
ら
も
「
安
東
県
池
田
義
雄
、
大
連
市
岡
操
、
奉
天
市
北
畠
栄
太
郎
、
営
口
菅
野
九
十
九
」
の
四
名
が
見
ら
れ
、
他
に
「
南

洋
」
と
し
て
「
ヤ
ー
ト
ル
」
と
「
サ
イ
パ
ン
」
か
ら
一
名
ず
つ
会
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る（

78
）。
満
洲
は
当
時
植
民
地
で
あ
っ
た

台
湾
と
朝
鮮
に
次
い
で
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
域
で
あ
っ
た
。

『
旅
と
伝
説
』
の
編
輯
後
記
は
学
問
以
外
の
社
会
・
政
治
情
勢
に
つ
い
て
よ
く
ふ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
満
洲
事
変
、
満
洲
国
建
国

な
ど
に
は
ま
っ
た
く
言
及
せ
ず
、
一
九
三
三
年
三
月
号
で
初
め
て
「
外
で
は
国
際
連
盟
問
題
が
喧
し
い
が
、
こ
の
皮
膚
の
色
の
同
じ
な

隣
同
志
が
ど
う
し
て
か
う
い
が
み
合
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
悲
し
む
」
と
ふ
れ
て
い
る（

79
）。

満
洲
事
変
の
時
に
あ
ま
り
そ
れ
に
ふ
れ
な
か
っ
た
『
旅
と
伝
説
』
は
日
中
戦
争
勃
発
の
直
後
、
早
速
そ
れ
に
言
及
し
た（

80
）が
、
一

九
三
八
年
に
は
桑
江
常
夫
の
「
満
洲
の
履
物
」（
二
月
）
と
小
寺
融
吉
「
満
支
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」（
十
月
）
以
外
、
中
国
に
関
す
る
内
容

は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
九
年
一
月
太
田
陸
郎
の
投
稿
「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
」
を
皮
切
り
に
、
中
国
関
係
出
版
物
の
広

告
、「
日
満
支
交
通
統
一
な
る
」
や
「
日
満
支
の
輸
送
強
化
」
な
ど
の
交
通
関
係
記
事（

81
）な
ど
を
含
め
て
中
国
関
係
の
内
容
が
一
気
に

増
え
て
い
っ
た
。

一
九
三
九
年
以
前
の
中
国
関
係
記
事
計
三
七
点
の
う
ち
、
満
洲
関
係
は
二
三
点
に
も
上
り
、
満
洲
へ
の
関
心
は
圧
倒
的
に
強
か
っ
た

と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
三
九
年
以
降
満
洲
以
外
の
記
事
が
大
幅
に
増
え
、
満
洲
の
占
め
る
比
重
は
次
第
に
低
下
し
て
い
っ

た
。
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
の
中
国
関
係
記
事
約
八
〇
点
の
う
ち
、
満
洲
関
係
は
十
点
未
満
で
あ
っ
た
。

■
藤
原
相
之
助
の
比
較
的
視
線

満
洲
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
い
中
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
「
絵
姿
女
房
に
つ
き
」、
一
九
三
一
年
二
月
「
奥
州
の
仙
人
伝
説
─
枸
杞

に
関
す
る
仙
話
」、
九
月
「
お
し
ら
神
考
証
」
な
ど
、
満
洲
以
外
の
中
国
に
つ
い
て
積
極
的
に
投
稿
し
た
の
は
藤
原
相
之
助
（
一
八
六

七
〜

一
九
四
七
年
）
で
あ
っ
た
。
藤
原
は
秋
田
県
生
保
内
の
生
ま
れ
で
、
医
者
で
あ
り
、『
河
北
新
報
』
の
主
筆
を
務
め
、
東
北
の
郷
土
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史
研
究
家
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
る（

82
）。

藤
原
の
投
稿
は
常
に
比
較
的
な
視
線
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
絵
姿
女
房
に
つ
き
」
で
は
、
藤
原
は
「
中
部
南
部
支
那
の
民
俗

伝
説
と
、
日
本
の
そ
れ
と
に
は
、
ど
つ
ち
が
元
祖
か
或
ひ
は
ど
つ
ち
も
元
祖
で
は
な
い
の
か
、
そ
の
点
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
相
似
た
の

が
多
い
や
う
で
す
」（

83
）と
昔
話
の
相
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
お
し
ら
神
考
証
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
民
族
移
動
を
背
景
と

し
て
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
と
の
民
俗
比
較
を
唱
え
て
い
る
。

兎
も
角
も
今
の
朝
鮮
や
支
那
か
ら
日
本
へ
渡
つ
て
来
て
帰
化
し
た
も
の
も
、
日
本
か
ら
支
那
朝
鮮
地
方
へ
行
て
子
孫
を
残
し
た
も

の
も
、
案
外
に
多
く
、
し
か
も
そ
れ
は
所
謂
書
契
以
前
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
。（
中
略
）
こ
れ
を
仔
細
に
還
元
し
て
そ
れ
か
ら
そ

れ
と
遡
つ
て
行
く
と
、
極
東
に
於
け
る
民
族
転
移
の
事
跡
と
、
そ
の
各
民
族
固
有
の
当
初
の
習
俗
と
を
伺
ふ
こ
と
が
出
来
る（

84
）。

私
は
先
年
支
那
の
浙
江
地
方
を
歩
い
て
居
た
頃
、
そ
の
俗
信
の
、
我
が
東
北
地
方
の
そ
れ
に
近
似
し
て
居
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感

じ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
唯
々
そ
れ
等
の
こ
と
を
詳
し
く
記
し
た
地
方
誌
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
其
の
儘
に
し
た

し
、
之
と
対
比
す
べ
き
朝
鮮
方
面
は
忙
し
い
旅
行
を
続
け
た
の
で
採
訪
の
余
裕
も
な
か
つ
た
が
「
お
し
ら
神
」
ば
か
り
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
の
民
俗
研
究
に
於
て
、
将
来
開
拓
す
べ
き
方
面
は
差
当
り
支
那
と
朝
鮮
と
に
あ
る
と
思
ふ（

85
）。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
関
連
す
る
論
考
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
六
月
の
「
馬
蚕
神
話
の
分
布
─
オ
シ
ラ
神
と
の
関
係
─
」

で
、
藤
原
は
再
び
か
つ
て
提
示
し
た
課
題
を
取
り
上
げ
、『
遠
野
物
語
』
以
来
、
民
間
信
仰
史
の
一
大
テ
ー
マ
で
あ
る
「
オ
シ
ラ
サ
マ
」

を
、
中
国
の
神
話
と
関
連
付
け
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
か
つ
て
の
歴
史
背
景
と
し
て
の
民
族
移
動
と
い
う
主
張
も
一
九
四
二
年
以

降
、「
大
東
亜
民
族
」
の
強
調
と
い
う
形
で
は
再
び
登
場
す
る
よ
う
に
な
る（

86
）。
藤
原
は
一
九
三
五
年
十
月
に
早
く
も
宮
城
県
か
ら
民

間
伝
承
の
会
に
入
会
し
て
お
り（

87
）、『
民
間
伝
承
』
に
も
日
本
東
北
の
民
俗
に
つ
い
て
会
員
通
信
な
ど
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
比
較
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研
究
の
提
言
や
文
章
な
ど
に
対
し
て
『
民
間
伝
承
』
は
ま
っ
た
く
反
応
を
示
さ

な
か
っ
た
。

　

■
桑
江
常
夫
の
満
洲
・
琉
球
風
習
比
較

満
洲
事
変
以
降
の
数
年
間
、
中
国
関
係
の
内
容
が
劇
的
に
増
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
一
九
三
七
年
に
は
十
本
を
数
え
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
こ
の
年

七
月
に
勃
発
し
た
日
中
の
全
面
戦
争
と
無
関
係
な
こ
と
で
あ
り
、
中
国
の
民
俗

誌
『
孟
姜
女
』
の
受
贈
（
三
回
）
以
外
は
、
ほ
ぼ
満
洲
に
関
す
る
文
章
を
多
数

寄
せ
て
い
た
桑
江
常
夫
と
い
う
人
物
の
活
躍
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
表
5
参

照
）。桑

江
に
つ
い
て
は
当
時
煙
台
在
住
、
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
に
詳
し
い
と
い
う

こ
と
以
外
、
多
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
は
投
稿
の
第
一
弾
「
満
洲
習
俗

娘
々
祭
」
で
は
「
土
俗
研
究
は
ま
つ
た
く
の
畑
違
ひ
」
と
断
っ
て
お
り
、
満
洲

で
は
九
五
箇
所
と
い
わ
れ
る
「
娘
々
祭
」
の
中
、
最
も
規
模
が
大
き
く
歴
史
が

長
い
大
石
橋
の
状
況
を
、
当
年
六
月
七
日
春
季
例
祭
に
参
加
し
た
経
験
を
踏
ま

え
て
、
口
絵
を
含
め
六
枚
の
写
真
を
入
れ
な
が
ら
記
述
し
、
さ
ら
に
沖
縄
の
風

習
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
実
体
験
に
基
づ
く
写
真

入
り
の
紹
介
や
、
沖
縄
と
の
関
連
へ
の
注
目
な
ど
の
特
徴
は
以
降
の
投
稿
に
も

継
承
さ
れ
て
い
る
。

対
象
は
民
俗
事
象
で
あ
る
が
、
桑
江
の
視
点
は
当
時
の
日
本
民
俗
学
と
の
間
に
大
き
な
距
離
が
あ
る
。
日
本
民
俗
学
は
外
来
の
影
響

表５　桑江常夫『旅と伝説』投稿一覧

出典：『旅と伝説』各号より作成。 

1936 年 9 月
10 月

12 月
1937 年 2 月

3 月

4 月
8 月
6 月
12 月

1938 年 2 月

「満洲習俗娘々祭」
「満洲習俗『焼紙』」

「『由比、伊比、結ひ廻る』の語源」
「満洲と琉球の習俗（一）」
「満洲と琉球の習俗（二）」
「満洲の迎春行事」
「帝政ロシアの蒙古調査」
「満洲の葬礼習俗」
「満支と琉球の竜神思想」
「満洲の履物」

1936、5、2、煙台にて

1936、7、煙台にて

1936、6、満洲、煙台にて
1937、2、16、煙台にて

1937、3、21、煙台にて

表　題 備　考掲載年月
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を
極
力
排
除
し
、「
日
本
固
有
」
の
一
面
を
見
る
の
に
対
し
て
、
桑
江
は
ま
ず
現
実
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
当
時

満
洲
に
お
い
て
日
々
進
行
し
て
い
た
生
活
の
「
日
本
化
」
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。「
満
洲
習
俗
娘
々
祭
」
の
最
後
に
彼

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

娘
々
祭
は
大
体
以
上
の
様
な
も
の
で
す
。
此
の
祭
は
満
洲
で
郷
土
色
の
最
も
豊
か
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
居
ま
す
が
、
驚
い
た

事
に
郷
土
色
を
忠
実
に
遺
存
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
も
の
が
少
な
く
、
神
体
は
別
と
し
て
替
身
人
、
土
製
人
形
、
農
具
其
他
二
三

の
食
料
品
位
の
も
の
で
、
他
は
大
部
分
日
本
品
か
、
或
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
居
ま
す
。
食
料
品
（
飯
品
の
）
も
出
来
上
り
こ
そ

満
洲
品
で
す
が
そ
の
主
要
原
料
で
あ
る
麦
粉
は
、
是
又
日
本
品
が
多
い
の
で
す
。（
中
略
）
と
に
か
く
日
本
の
商
品
が
、
満
人
の

生
活
に
大
影
響
を
与
へ
つ
つ
あ
る
事
は
争
へ
な
い
事
実
で
す
。
何
れ
そ
の
事
に
就
い
て
は
後
に
書
き
度
い
と
思
ひ
ま
す（

88
）。

そ
の
後
、「
満
洲
習
俗
『
焼
紙
』」
で
は
「
日
本
商
品
」
と
の
一
節
を
設
け
、
衣
類
、
反
物
、
ア
サ
ヒ
靴
（
黒
布
製
の
運
動
靴
の
よ
う

な
靴
）、
ゴ
ム
靴
、
玩
具
仮
面
、
ボ
ロ
古
着
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
し
て
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
文
化
」
に
は
大
陸
的
な
要
素
が
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
が
、
当
時
日
本
の
「
南
島
研
究
」
で
は
そ
れ
を
意
図

的
に
無
視
し
、
も
っ
ぱ
ら
「
日
本
文
化
の
原
型
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
満
洲
を
参
照
軸
と
し
て
い
る
桑
江
は
そ
の
よ
う
な

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

従
来
の
琉
球
古
代
文
化
史
の
研
究
は
主
に
日
本
と
の
比
較
研
究
に
限
定
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
琉
球
古
代
文
化
史
を
全
面
的
に
研

究
す
る
た
め
の
一
段
階
と
し
て
真
に
有
意
義
な
事
で
、
こ
れ
な
く
し
て
は
琉
球
の
古
代
文
化
史
の
全
面
的
研
究
は
不
可
能
で
あ

る
。（
中
略
）
が
そ
の
た
め
に
日
本
的
な
も
の
の
み
が
琉
球
文
化
で
あ
り
、
琉
球
の
古
代
文
化
が
直
に
日
本
古
代
文
化
で
あ
る
と

考
へ
る
事
も
又
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
琉
球
諸
島
に
現
存
す
る
古
代
文
化
を
以
て
直
に
日
本
の
古
代
文
化
を
律
し
、
そ
れ
を
再
現



46

し
て
見
せ
ん
と
す
る
が
如
き
試
み
は
危
険
と
云
ふ
よ
り
も
無
謀
に
近
く
良
心
あ
る
学
者
の
取
る
可
き
方
法
で
は
な
い
と
思
ふ（

89
）。

し
か
し
、
柳
田
を
中
心
と
し
た
日
本
民
俗
学
は
『
旅
と
伝
説
』
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
こ
に
載
せ
て
い
る
内
地
以
外
の

記
事
に
は
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
桑
江
の
こ
う
し
た
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
は
ず
の
批
判
も
無
視
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
桑
江
の
合
計
十
本
の
投
稿
の
な
か
で
は
、
唯
一
『
民
間
伝
承
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
こ
と
を
論
じ
た

「『
由
比
、
伊
比
、
結
ひ
廻
る
』
の
語
源
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
桑
江
は
琉
球
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
日
本
語
の
「
ユ
ヒ
」
は
支
那
語
の

「
徭
役
」
が
語
源
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
一
九
三
七
年
二
月
『
民
間
伝
承
』
二

−

六
で
、
橋
浦
泰
雄
は
こ
れ
を
安
易
な
語
源
説

と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
。

そ
の
直
後
の
四
月
に
桑
江
は
「
南
満
洲
」
か
ら
民
間
伝
承
の
会
に
入
会
し
た（

90
）が
、
し
か
し
『
民
間
伝
承
』
に
は
つ
い
に
投
稿
す

る
こ
と
な
く
、
一
九
三
八
年
二
月
を
最
後
に
『
旅
と
伝
説
』
か
ら
も
姿
を
消
し
た
。

　

３　
『
民
間
伝
承
』
に
お
け
る
中
国
記
事

『
民
間
伝
承
』
は
「
一
国
民
俗
学
」
の
た
め
の
機
関
誌
と
し
て
、
国
内
の
収
集
、
整
理
、
分
類
、
比
較
こ
そ
が
課
題
で
あ
り
、
中
国

と
の
関
わ
り
は
理
論
上
必
要
で
は
な
く
、
一
九
三
五
、
三
六
年
中
国
関
係
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
積
極
的
で
は
な
い
が
戦
争
関
連
の
記
事
が
現
れ
て
き
た
。
最
初
の
段
階
で
は
中
国
と
の
関
係
よ
り

は
、
日
本
各
地
の
戦
争
関
連
の
民
俗
事
象
が
関
心
の
所
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
倉
田
一
郎
の
「
か
か
る
時
代
に
は
千
人
針
や
守

護
札
の
心
意
を
論
考
す
る
こ
と
を
以
て
、
こ
の
学
術
当
面
の
課
題
・
貢
献
と
考
へ
る
が
如
き
愚
か
な
る
偸
安
と
末
梢
的
な
る
流
行
と
は

努
め
て
之
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（

91
）と
い
う
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
一
気
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
（
表
6
参
照
）。
日
本
民
俗
学
は
戦

争
と
い
う
現
実
を
学
問
の
対
象
か
ら
切
り
捨
て
た
の
で
あ
る（

92
）。

一
九
三
八
年
十
一
月
の
『
民
間
伝
承
』
四

−

三
で
は
「
学
の
基
礎
と
な
る
べ
き
資
料
を
全
国
的
に
洩
ら
す
な
く
蒐
集
す
る
」
た
め
の
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「
最
終
網
」
を
確
立
す
べ
く
、
全
国
各
郡
単
位
の
会
員
獲
得
の
呼
び

か
け
が
見
え
る
。
そ
こ
で
「
未
だ
会
員
を
有
せ
ざ
る
郡
名
」
と
し
て

長
野
県
五
郡
、
愛
知
県
八
郡
、
石
川
県
二
郡
、
福
井
県
八
郡
、
栃
木

県
三
郡
、
埼
玉
県
六
郡
、
神
奈
川
県
三
郡
、
千
葉
県
八
郡
を
あ
げ
て

お
り
、「
一
国
民
俗
学
」
の
基
礎
作
り
を
急
い
で
い
る
。

一
方
『
民
間
伝
承
』
に
お
い
て
も
、
一
九
三
九
年
を
境
に
中
国
関

係
の
内
容
が
大
き
く
増
加
し
て
き
た
。
そ
し
て
『
旅
と
伝
説
』
の
場

合
と
同
じ
よ
う
に
、
一

九
四
〇
年
以
降
年
々
右

肩
上
が
り
に
増
加
し
、

停
刊
に
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
（
図
3
参
照
）。

表６　『民間伝承』戦時下習俗関係記事    

2-12
3-1

3-1
3-1

3-2
3-4

3-5
3-5
3-5
3-7
4-1

4-6

1937 年 8 月
9 月

9 月
9 月

10 月
12 月

1938 年 1 月
1 月
1 月
3 月
9 月

1939 年 3 月

会員通信
会員通信

会員通信
編輯雑記

会員通信

会員通信
会員通信

会員通信
学会消息
会員通信
問題と資料
巻頭言

刊行年月 登載欄号数

神戸・山田良隆
栃木・榎戸貞治郎

東京・鈴木棠三
大藤時彦

秋田・寺田伝一郎

東京・鈴木棠三
下総・篠田定吉
島根・岡義重
近畿民俗学会

東京・安江正一
栃木・榎戸貞治郎
倉田一郎

「千人結び」
「弾丸除」

「鉄砲祭」
大間知篤三「千人針」（『東京
日々朝刊』）の紹介

「神様の出征」
「事変と信仰」
「日支事変と俗信」

「千度参」
戦争を中心とする習俗も話題
「千社詣」

「風祭」

「時局下の民俗学」

執筆者 表題・内容

出典：『民間伝承』各号より作成。    
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図 3　『民間伝承』中国関係記事変化図
出典：『民間伝承』各号より作成。会員通信、新刊紹介、後
　記などを含む。1935 年は 4号、1943 年は 11 号、1944 年
　は 7号。

1935 36 37 38 39 40 41 42 43 44
1 1 7 5 29 20 24 27 38 26


